
１.概要

静岡市では、昭和４９年７月７日の七夕豪雨により甚大な被害が発生し
ました。しかし、４３年という時の経過とともに水害の記憶が薄れつつあり
ます。そこで、アピタ静岡店の協力のもと、当時の被害写真や現在の治水
事業を紹介することで、過去の災害から教訓を学び、未来の防災対策に
繋げていくため、パネルの展示会を行いました。

当日は、合計５０人の方々が訪れ、七夕豪雨を体験した方は、写真を
見て当時のことを思い出し、経験したことの無い子供たちは、その被害の
凄まじさを感じていました。

２.講座時間・場所
平成２９年８月２２日 アピタ静岡店 静岡市駿河区石田

３.講座内容
・巴川流域総合治水対策事業の概要説明
・麻機遊水地のＶＲ映像体験
・スマートフォン版サイポスレーダーの紹介

４.参加人数
市民 計５０人
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